GPSレーダーVer2
ユーザーマニュアル
有限会社エクストラ

2014年9月

目次
61章　はじめに


61-1 ブレイルセンス共通の基本操作


71-2 GPSレーダーの起動


81-3 GPSモードと仮想モード


81-4 GPSレーダーの自動読み上げ設定


81-4-1 自動方位読み上げのオンとオフの切り替え：1の点


81-4-2 自動住所読み上げのオンとオフの切り替え：2の点


81-4-3 自動施設読み上げのオンとオフの切り替え：3の点


91-4-4 道路名自動読み上げのオンとオフの切り替え：1-2の点


91-4-5 道路マッチングのオンとオフの切り替え：1-4の点


91-5 ナビモードの切り替え


102章 GPSモード＜実際に歩行しながらGPSレーダーを使用する＞


102-1 GPSレーダーを持って街に出よう＜GPSレーダーの起動＞


102-1-1 GPS衛星の情報を取得する


102-1-2 GPS衛星補足状況の確認


102-1-3 GPSの精度


112-2 現在地点と住所を確認する


112-2-1 iコマンド：


112-2-2 space-iコマンド：


112-2-3 space-qコマンド：


112-3前の交差点から現在地までの距離と現在地から次の交差点までの距離


122-4 付近の施設検索とナビゲーション


122-4-1付近の施設検索


132-4-2 現在地点から目的地までのナビゲーション


142-4-3 ナビゲーションに関するコマンドリスト


152-5 施設検索


172-6 住所検索


172-6-1 直接入力


172-6-2 住所検索


172-7 緯度経度の表示


182-8 道路名読み上げ


182-9 ランドマークの登録と編集


182-9-1 ランドマークの登録


182-9-2 ランドマークの編集


182-9-3 ランドマークの一覧を表示


202-10　拡張GPSモード


202-10-1 拡張GPSモードの実行


202-10-2 測位モードの切り替え


212-10-3 移動速度の設定


212-10-4 マップマッチング状態自動読みの切り替え


223章 仮想モード


223-1 仮想モードでのルートナビゲーション


234章 仮想散歩


234-1 仮想散歩の操作


234-1-1 道路選択


234-1-2 進行方向の選択


234-1-3 歩行開始


234-2 歩行中の自動読み上げ機能


244-3 歩行中の操作


244-3-1 歩行速度の変更


244-3-2 歩行停止と歩行再開


244-3-3 Uターン


244-3-4 回転


244-3-5住所確認と施設検索


244-3-6 前の交差点と次の交差点の情報


244-4 分岐点


254-4-1分岐点の操作


275章 オプション設定


275-1 GPS・コンパス設定


275-1-1GPSデバイス選択


275-1-2 コンパスデバイス選択


275-2 自動案内設定


285-3 ルート検索設定


285-4 表示設定


285-5 デッドレコニング設定


296章 コマンドリスト


296-1共通コマンド


296-2 施設検索、住所検索結果ダイアログのショートカット


306-3 ルートモード


306-4 仮想散歩


306-5 仮想ルート案内


316-6 オプション設定


316-7 拡張GPSモード




1章　はじめに
　GPSレーダーは石川准静岡県立大学教授が開発した最新の視覚障害者向け歩行支援プログラムです。GPSレーダーを使用すれば歩行しながら、現在位置周辺の情報を読み上げ、あたかも風景を見ながら歩いているかのように周辺情報を使用者が確認することが可能です。
　屋外で実際に歩行する際、周辺情報を随時聞きながら歩くことや、目的地までナビゲーションを行うことができます。
　また、実際の現在位置とは異なる場所を、仮想的に現在地点として仮想散歩を楽しむことができます。仮想散歩では実際にGPSを使用して外を歩いているかのようにルートや周辺の情報を確認することが可能です。また仮想の出発地点から目的地店までの仮想ナビゲーション機能も提供します。目的地までの経路情報、周辺施設情報などを歩かずして居ながらに確認することができます。仮想散歩は、交差点ごとに自分で直進、右折、左折などを選択して歩くのに対して、仮想ナビゲーションは様々な情報を提供しつつ目的地まで自動的に移動していく様子を仮想的に確認する機能です。

　最新のGPS歩行支援プログラムであるGPSレーダーを是非ご活用ください。
1-1 ブレイルセンス共通の基本操作
GPSレーダーはブレイルセンスで使用するプログラムです。基本的な操作方法はブレイルセンスの使用方法に準じています。基本的な操作方法を以下に示します。
同じ操作に複数のキーが用意されている場合もありますが、本マニュアルでは全ての操作をその都度記載してはおりません。基本的な操作は事前にご確認ください。主に設定やメニュー項目の選択時に使用します。
リスト項目を上に移動する：上スクロールボタンまたはspace-1
リスト項目を下に移動する：下スクロールボタンまたはspace-4
ボタンやチェック項目、リストなどコントロール情報の切り替え（順送り）：F3またはspace-4-5
ボタンやチェック項目、リストなどコントロール情報の切り替え（逆送り）：Space-F3またはspace-1-2
設定項目のオンとオフの切り替え：スペースキー
メニュー項目の呼び出し：F2またはspace-m(1-3-4)
実行：エンターキー
設定項目のキャンセル：F4
プログラムの終了：space-z(1-3-5-6)
本マニュアルでは、点字キーを使用した操作をコマンドと表記しています。例えばvコマンドと表記している場合、点字でアルファベットのvを入力することを示します。その際、英字符の入力は不要です。1の点、2の点、3の点、6の点を同時に押してください。他にもspace-iコマンドやenter-pコマンドなど、スペースキーやエンターキーを同時に押すコマンドもあります。
例えばSpace-iの場合はスペースキーと2の点と4の点を同時に押してください。
1-2 GPSレーダーの起動
GPSレーダーはセンスAPPの機能です。メインメニューからプログラムを選択して、GPSレーダーを実行してください。
起動すると自動的に内蔵GPSと内蔵コンパスを起動します。外部GPSと外部コンパスを使うための設定は後で説明します。
地図データが本体flashdisk以外の場所に保存されていると、初回起動時に「GPSキーファイルが見つかりませんでした地図がロードできませんでした」という案内が表示されます。その際は、F2を押してメニューを開き、ファイルメニューを実行してください。ファイルメニューの「地図データのフォルダ設定」を実行するとファイルを選択できる状態になりますので、mapsフォルダを探してください。mapsと読み上げる状態でスペースキーを押すとファイルを選択できます。選択した状態でエンターを押すと地図データを設定することができます。

＜参考＞

GPSレーダーの地図データは本体flashdiskに保存することをお勧めします。地図情報の読み込み速度が最も速く、快適に使用することができます。
ファイル選択の操作
前のフォルダに戻る：バックスペース
次のフォルダに進む：エンター
フォルダの選択または選択解除：スペースキー
1-3 GPSモードと仮想モード
　GPSモードは、実際に屋外で使用するモードです。GPSから取得した位置情報を現在地点として周辺の情報確認や目的地までのナビゲーションを使用することができます。
　仮想モードは、仮想現在地を任意に設定し、現在地点とは異なる場所の情報を確認できます。仮想出発地点と仮想目的地点を設定すれば、その間のルートを確認することもできます。また、仮想散歩機能を使用すると、仮想地点からの歩行シミュレーションを行うことが可能です。仮想モードは実際に歩行する前の下調べや、興味のある地域の道路情報を確認する際に使用すると便利です。
　初期設定ではGPSモードに設定されています。vコマンドを実行するたびにGPSモードと仮想モードが切り替わります。
1-4 GPSレーダーの自動読み上げ設定
GPSレーダーは方位情報と住所情報、施設情報を自動的に読み上げるか、手動で情報を確認するかを設定することができます。
1-4-1 自動方位読み上げのオンとオフの切り替え：1の点
オンに設定すると、向きを変えるたびに現在向いている方位を自動的に読み上げます。
オフに設定した場合は、スペースを押した場合のみ方位を読み上げます。
1-4-2 自動住所読み上げのオンとオフの切り替え：2の点
オンに設定すると、移動したことで住所情報が変わる際に情報を自動的に読み上げます。
例えば静岡市駿河区谷田から静岡市駿河区中之郷に移動すると中之郷と読み上げます。重複する市や区の情報は読み上げません。　
オフに設定した場合は、住所を確認したい場合に、iコマンドを実行すると住所情報を読み上げます。
※住所確認についての詳細は「2-2 現在地点の住所情報を確認する」をご参照ください。
1-4-3 自動施設読み上げのオンとオフの切り替え：3の点
オンに設定すると、地図に登録されている施設近辺を通過する際に、施設名を自動的に読み上げます。オフに設定した場合は、fコマンドを実行して周辺の施設情報を検索することで、施設情報を確認することができます。
※施設検索についての詳細は「2-3 施設検索とナビゲーション」をご参照ください。
1-4-4 道路名自動読み上げのオンとオフの切り替え：1-2の点

オンに設定すると、名前が付いている道路上にいる際に、道路名を自動的に読み上げます。
1-4-5 道路マッチングのオンとオフの切り替え：1-4の点

オンに設定すると、現在位置が道路上からずれている場合に最寄りの道路上に現在位置を補整します。
1-5 ナビモードの切り替え
wコマンドを実行すると、GPSレーダーのナビモードを切り替えることができます。選択できるモードは以下の通りです。初期設定では歩行者ナビモードに設定されています。
１． 歩行者ナビモード
デフォルト設定です。車道を歩いているという想定でナビゲーションを行います。日本全国で使用可能です。歩行者の入れない高速道路などは案内しません。右折禁止や一方通行の情報も省略しています。

２． 自動車モード
自動車用のナビゲーションモードです。

３． 歩行者歩道モード
歩行者が歩道を歩く想定でナビゲーションを行います。一部の都市圏でのみ使用可能です。歩行者ナビモードと比較して、より詳しい案内が可能です。
例えば大きな交差点を進む場合、歩行者ナビモードでは「直進」と案内します。
歩行者歩道モードでは左側の歩道を歩いていた場合、交差点の角まで直進、横断歩道のある位置まで左折して直進、横断歩道を渡るために右折して直進、渡ってから右折して交差点の角まで直進、交差点の角から左折して直進というように案内を行います。歩行者ナビモードよりも詳しい案内を行いますが、詳しすぎるために案内が複雑になる場合があります。
2章 GPSモード＜実際に歩行しながらGPSレーダーを使用する＞
ここでは、実際に歩きながら使用することを想定して、基本的な機能を説明します。
2-1 GPSレーダーを持って街に出よう＜GPSレーダーの起動＞
　GPSレーダーの準備ができたら、実際に外を歩きながらどのようなことができるかを確認してみましょう。
　歩きながら、音声を聞いたり点字を読んだりする必要があるので、操作に慣れないうちは自動車に乗っているときや、よく知っている場所を歩いているとき、同行者と歩いているときに使うとより安全です。
2-1-1 GPS衛星の情報を取得する
GPS（グローバル・ポジショニング・システム）は人工衛星を使用した位置測位システムです。GPSレーダーは地球を周回するGPS衛星からの信号を受け取り、地図情報と照らし合わせることで現在地を確認します。
　
2-1-2 GPS衛星補足状況の確認
　gコマンドを実行すると、いくつの衛星から情報を受信できているかを確認することができます。gコマンドを実行すると、「補足衛星数・・・」と読み上げます。補足できる衛星の数は、場所や時間によって変化します。最初はたくさんの衛星を補足できていても、歩いて移動しているうちに補足衛星数が少なくなってしまい、誤差が発生するということも考えられます。
時々、gコマンドを使って衛星数を確認することをお勧めします。
2-1-3 GPSの精度
　一般的にGPS位置情報の誤差は約10メートルです。この誤差は使用する状況によって変化します。以下のような状況によって精度が変化しますのでご注意ください。
1. GPS受信機がGPS衛星からの信号を受信できるように上空がひらけているかどうか。
2. 高い建物や、屋根、バルコニー等GPS衛星からの信号を妨げる障害物があるかどうか。
3. 厚い雲があるかどうか。
4. ユーザの移動速度
2-2 現在地点と住所を確認する
　GPS衛星を補足しGPSレーダーを使用する準備が完了したら、まず現在地を確認してみましょう。現在地点の住所を確認できるコマンドは3つあります。
　iコマンドとspace-iコマンドとspace-qコマンドです。これらのコマンドは非常に似ていますが以下で違いを説明します。
2-2-1 iコマンド：
　現在地の住所情報を読み上げます。住所を確認するだけであればこのコマンドを使用します。iコマンドで表示した住所情報は目的地などに設定することはできません。
2-2-2 space-iコマンド：
　GPSから取得した現在位置付近の住所情報をダイアログで表示します。この際、住所情報は「西新宿2丁目8-1」というように表示します。
住所はある広がりを持った土地全体に付けられた名称ですが、住所データはそのなかのどこか一点を代表地としています。space-iコマンドはGPSの測位位置に最も近い住所データの位置に現在位置を補正します。
このダイアログでF3を何度か押すと、表示された住所を目的地・出発地などに設定することが可能です。またランドマークに登録することもできます。
続けて他の操作をするためには、一度F4を押してダイアログを閉じる必要があります。
2-2-3 space-qコマンド：
　GPSから取得した現在位置付近の住所情報をダイアログで表示します。この際、住所情報は「西新宿2丁目8-1付近」というように表示します。「付近」と表示するのは、GPSで取得した現在位置情報（緯度と経度）に最も近い住所を表示しているからです。
　例えば、ポストの前や大きな建物の特定の出入り口などをランドマークに登録する際に使用すると正確な位置を登録できます。
このダイアログでF3を何度か押すと、表示された位置を目的地・出発地などに設定することが可能です。
　続けて他の操作をするためには、一度F4を押してダイアログを閉じる必要があります。
2-3前の交差点から現在地までの距離と現在地から次の交差点までの距離
歩行中にjコマンドを実行すると、現在地点から次の交差点の方位と距離を知ることができます。vコマンドを実行すると、現在地点から前の交差点の方位と距離を知ることができます。
2-4 付近の施設検索とナビゲーション
2-4-1付近の施設検索
次に付近の施設を検索してみましょう。
fコマンドで付近の施設を検索します。実行すると施設リストを表示します。リストでは施設名と、現在位置からの方向と距離を表示します。末尾の数字は検索された施設数とリストの何番目かを示しています。1/10ならば10件検索された中で1番目に表示されている施設を示しています。
この機能を使用すると、現在地点の周辺施設名とその方位と距離を確認することができます。
施設検索を行い、検索された施設情報が表示された状態でF3を押すと検索した施設の情報を使って各種設定を行うことができます。
現在地に設定：現在地点として設定します（仮想モード時）
出発地に設定：ナビゲーションの出発地点として設定します
通過地点に設定：ナビゲーションの通過地点として設定します
目的地に設定：ナビゲーションの目的地として設定します
ランドマーク登録：検索した施設をランドマークとして登録します
詳細：住所情報を表示します
検索範囲：付近の施設検索で検索する範囲を設定します。初期設定は500mです。範囲は50mから10000mまで設定できます。設定する際は上スクロールボタンで距離を短く、下スクロールボタンで距離を長く50mずつ変更できます。または、直接数字を入力して設定することも可能です。
ただし、検索範囲を広く設定しても表示される付近の施設は最大100件までです。
カテゴリ設定：付近の施設から検索される施設のカテゴリを設定することで、特定のカテゴリの施設のみ検索することができます。初期設定ではすべてのカテゴリが表示されます。
「すべてのカテゴリのチェックをはずす」でエンターを押すとすべてのカテゴリがオフに設定されます。
「すべてのカテゴリのチェックをはずす」と表示された箇所で上下スクロールボタンを押すと個別のカテゴリに対してスペースを押してオフにすることで検索から外すことができます。
設定可能なカテゴリは、官公庁、ビジネス、宿泊、交通、学校、生活、レジャー、観光、自然地名、その他、登録したランドマークの11項目です。各項目をオンにすると付近の施設検索で検索可能になります。
例えば、バス停や駅などの交通機関を調べたい場合は、まず「すべてのカテゴリのチェックをはずす」の項目でスペースを押してすべての設定をオフにします。次に下スクロールを何度か押して「交通」という項目でスペースキーを押してオンに切り替えます。次にF3を押すと「検索」ボタンが表示されますのでエンターを押すと、設定された範囲内の交通機関のみ検索することができます。
「すべてのカテゴリのチェックをはずす」ボタンはスペースを押すたびに、「すべてのカテゴリにチェックを付ける」と「すべてのカテゴリのチェックをはずす」ボタンに切り替わります。
検索方法：「ローカル」と「ネットワーク」を選択できます。ローカルを選択するとブレイルセンスに搭載された地図データから検索します。無線ルータなどを接続してネットワークにつながっている場合にネットワークを選択するとインターネットから施設情報を検索することができます。規定値はローカルです。
施設表示順：方向を優先と距離を優先の表示方法を選択できます。規定値は方向を優先です。方位優先の場合は前方、左右、広報の順に表示します。
2-4-2 現在地点から目的地までのナビゲーション
付近の施設検索で検索した施設を目的地にして、ナビゲーションを試してみましょう。
fコマンドを実行して表示された付近の施設リストから目的地にしたい施設を選んでください。目的地を決めたらF3を何度か押して「目的地に設定する」を実行してください。
目的地に設定したら、pコマンドを実行してください。ルート検索を行います。
ルート検索が完了すると歩き出す方向と交差点の情報を読み上げます。
指示された方向が分からない場合はスペースを押して方向を確認することができます。
指示通りに歩行を開始できると、チャイム音が鳴り「ルートに乗りました」と読み上げます。
ルート案内は、目的地に向かって交差点から交差点への案内を繰り返します。
交差点を越えると次の交差点までの距離と方向を読み上げます。
目的地に近づくと、到着のアナウンスと併せて目的地までの距離と方向を読み上げます。
lコマンドを実行するとルート検索結果を交差点単位で表示します。
ｄコマンドを実行すると、現在地から目的地までの距離と方位を読み上げます。目的地に向かっている途中で実行することも可能です。
ルート案内の内容を再確認する際はtコマンドを実行します。一つ前の案内内容をリピートします。
また、ルート案内中にyコマンドを実行すると、現在地点から目的地までのルートを再検索します。
ルートから外れた場合は、ルートを外れたことを知らせるアナウンスと再検索の案内があります。
来た道を引き返したい場合は、rコマンドを実行してください。逆向きルートを検索し出発地点めでのルートナビゲーションを行います。
ナビゲーションの例としてエクストラから最寄りのコンビニエンスストアまでの案内内容を紹介します。
１． ルートに乗りました。ルートガイダンスを開始します。
２． まもなく、北西方向4差路の分岐点を直進します。北西方向に進んでください。
３． 分岐点を通過しました。約30メートル先、北西方向4差路の分岐点を直進します。道は上りです。
４． まもなく、北西方向4差路の分岐点を直進します。
５． 分岐点を通過しました、38メートル先北西方向4差路の分岐点を直進します。道は平坦です。
６． まもなく、北西方向4差路の分岐点を直進します。
７． 分岐点を通過しました、48メートル先、北西方向4差路の分岐点を左折します。
８． まもなく、北西方向4差路の分岐点を左折します。
９． 分岐点を通過しました。91メートル先、西方向目的地Mです。目的地Mまでの道は上りです。
１０． 目的地M到着しました。目的地は西方向にあります。ルートガイダンスを終了します。
2-4-3 ナビゲーションに関するコマンドリスト
現在地点（または出発地点）と目的地点が登録されていればルート案内に関する以下の機能を使用することができます。
ルート検索：p(1-2-3-4)
ルート検索結果の表示（ルート検索実行後）：l(1-2-3) 
ルートモード終了（ルート案内実行中）：c(1-4) 
出発地からの、現在地の方向と距離の読み上げ（ルート案内実行中）：m(1-3-4) 
目的地までの方向と距離の読み上げ：d(1-4-5) 
ルート案内のリピート：ｔ(2-3-4-5)
ルートの再検索：y（1-3-4-5-6）
逆向きルート：ｒ（1-2-3-5）
次の交差点の方位と距離：J（2-4-5）
前の交差点の方位と距離：Z（1-3-5-6）
2-5 施設検索
付近の施設を検索するfコマンドに加えて、全国を対象とする施設検索機能があります。コマンドはSpace-fです。施設検索ではカテゴリや施設名から施設を検索することができます。検索範囲は自由に設定できますが最大の範囲は日本全土です。また、検索可能な件数は100件までです。100件を超える施設が検索されてしまう場合は施設名やカテゴリ、検索範囲などを設定して絞りこんでください。
施設検索の手順は以下の通りです。
1. Space-fコマンドを実行してください。
2. 施設検索ダイアログが表示されます。
選択できる項目は検索方法、検索種別、検索半径（注：現在地からの範囲指定検索を選択時のみ表示されます）、検索ワード、カテゴリ、検索ボタン、閉じるボタンの7個です。F3を押すと次の項目へ移動します。
また、カテゴリ設定以外の施設検索ダイアログ内でエンターキーを押すと検索を開始します。検索項目の設定中でも検索を実行できますので、必要な設定が完了した時点でエンターキーを押すと「検索ボタン」を実行しなくとも施設を検索することができます。
3. 検索方法の選択
検索方法は「ローカル」か「ネットワーク」を選択することができます。
ローカルはブレイルセンスに保存された地図データに登録されている施設情報から検索します。
ネットワークはインターネット上のデータベースから施設情報を検索します。ブレイルセンスがインターネットに接続できる状態で使用可能です。ローカルに登録されていない施設を検索できる可能性があります。
上下スクロールを押して選択してください。
4. 検索種別の選択
検索種別は「現在地からの範囲指定検索」か「全国から検索」を選択することができます。
「現在地からの範囲指定検索」を選択すると、検索半径を設定して選択範囲を指定することができます。検索半径の設定は次のコントロール項目「選択半径」で行います。
「全国から検索」を選択すると、日本全国を選択範囲とします。
5. 検索半径
検索種別で「現在地からの範囲指定検索」を選択すると、検索半径の設定項目が表示されます。検索半径は50mから10000mまで設定できます。設定する際は上スクロールボタンで距離を短く、下スクロールボタンで距離を長く50mずつ変更できます。または、直接数字を入力して設定することも可能です。
検索種別を「全国から検索」に設定している場合、このコントロール項目は表示されません。
6. 検索ワードの入力
検索したい施設名から絞り込む際に使用します。施設名の一部だけ入力しても検索可能です。ただし、施設名表記は漢字、ひらがな、カタカナ、アルファベットを区別しています。漢字表記の施設は漢字で検索ワードを入力しないと検索されません。
7. カテゴリの選択
検索施設のカテゴリを限定して検索することができます。各項目はチェックボックスになっています。スペースキーを押すたびにチェックをはずしたり入れたりすることができます。
1番目の項目だけは「すべてのカテゴリのチェックをはずす」または「すべてのカテゴリをチェックする」ボタンです。スペースキーを押すたびに全カテゴリのチェックをはずしたり入れたりすることができます。
選択できる項目は、官公庁、ビジネス、宿泊、交通、学校、生活、レジャー、観光、自然地名、その他、登録したランドマークの11項目です。
8. 検索ボタン
施設検索を実行します。各設定項目でエンターキーを押しても検索を開始します
9. 閉じるボタン
施設検索を終了します。
施設検索を行い施設情報が表示された状態でF3を押すと、検索された施設情報から各種設定を行うことができます。上記の施設検索ダイアログのコントロールに加えて以下の設定項目が表示されます。
現在地に設定：現在地点として設定します
出発地に設定：ナビゲーションの出発地点として設定します
通過地点に設定：ナビゲーションの通過地点として設定します
目的地に設定：ナビゲーションの目的地として設定します
ランドマーク登録：検索した施設をランドマークとして登録します
詳細：住所情報を表示します
施設表示順：方向を優先と距離を優先の表示方法を選択できます。規定値は方向を優先です。方位優先の場合は前方、左右、広報の順に表示します。施設情報が表示された状態でSpace-F3を押すと設定を変更できます。
2-6 住所検索
住所検索には2つの方法があります。
2-6-1 直接入力
space-lコマンドで実行します。住所情報を自分で入力する方法です。正確に住所を検索することができますが、地図に登録されている住所情報と1文字でも違うと検索できません。
2-6-2 住所検索
space-sコマンドで実行します。住所情報をリストから選択して検索します。選択する項目は順番に「都道府県」「市区町村」「町・大字」「丁目・字」「番地」「枝番地」です。一部でも文字入力をすると検索項目を絞り込むことができます。
それぞれの項目で下スクロールを押すと選択項目が表示されます。
都道府県を例に説明します。「都道府県」の項目でF3を押すと「愛知県」から順に50音順で全ての都道府県を選択肢として表示します。設定したい都道府県名が表示されたらF3を押してください。次の「市区町村」へ選択項目が移動します。
「都道府県：EB」と表示されている状態で、都道府県名の一部の文字を入力するとその文字を含む都道府県だけが表示されます。例えば、「岡」と入力してF3を押すと「岡山県」「静岡県」「福岡県」を選択肢として表示します。
「丁目・字」など住所によっては使用しない項目があります。その場合は「その他の住所」を選択してください。
最後の「枝番地」まで選択すると住所が検索されます。
検索された住所から以下の各種設定を行うことができます。
現在地に設定：現在地点として設定します※マルチパス機能使用時詳しくは・・・
出発地に設定：ナビゲーションの出発地点として設定します
通過地点に設定：ナビゲーションの通過地点として設定します
目的地に設定：ナビゲーションの目的地として設定します
ランドマーク登録：検索した施設をランドマークとして登録します
詳細：住所情報を表示します
2-7 緯度経度の表示
qコマンドを実行すると緯度経度情報を表示します。
2-8 道路名読み上げ
xコマンドで歩行中の道路名を確認することができます。
2-9 ランドマークの登録と編集
2-9-1 ランドマークの登録
施設検索や住所検索からランドマークを登録することができます。
ランドマークに登録すると、施設検索時にランドマークのカテゴリから検索できるようになります。地図の施設情報に登録されていない施設などを登録すると便利です。
2-9-2 ランドマークの編集
登録されたランドマークはspace-pコマンドで編集することができます。
編集できる内容は、「名前」「住所」「緯度経度」です。
以下の手順で編集を行います。
1. space-pコマンドを実行してください。ランドマークが登録されていればランドマークダイアログが表示されます。このダイアログには「ランドマークリスト」「編集」「削除」「閉じる」のコントロール項目があります。コントロール項目はF3を押すたびに切り替わります。
2. 最初にランドマークリストが表示されます。編集したいランドマークを選択してください。上下矢印キーでリストから選択できます。
3. 編集したいランドマーク名を表示したらF3を押してください。「編集」ボタンが表示されますのでエンターを押します。
4. ランドマーク編集ダイアログが表示されますので、F3で編集したい項目を選択して修正してください。修正が完了したらエンターキーを押すか「登録」ボタンを実行してください。ランドマーク情報を変更することができます。
2-9-3 ランドマークの一覧を表示
Backspace-lコマンドを実行するとランドマークの一覧を表示します。
これまでに登録したランドマークを一覧で表示し、選択したランドマークから各種登録や設定を行うことができます。
選択できる項目は「施設表示順」、「施設リスト」、「現在地に設定」、「出発地に設定」、「通過地点に設定」、「目的地に設定」、「検索種別」、「検索半径（注：現在地からの範囲指定検索を選択時のみ表示されます）」、「検索ワード」、「検索」ボタン、「閉じる」ボタンの11個です。F3を押すごとに次の項目へ移動します。
1.「施設リスト」リストボックス
ランドマークのリストを表示します。Backspace-lコマンドを実行すると、リストが表示されます。上下スクロールキーを押してリストからランドマークを選択します。
2.ランドマーク情報から各種設定
施設リストに目的のランドマークが表示された状態で、F3を押すと、ランドマーク情報からナビゲーションに使用する各種設定を行うことができます。F3を押すと順に以下の設定項目が表示されます。
現在地に設定：現在地点として設定します
出発地に設定：ナビゲーションの出発地点として設定します
通過地点に設定：ナビゲーションの通過地点として設定します
目的地に設定：ナビゲーションの目的地として設定します
3．詳細
詳細を実行するとランドマークの住所情報を表示します
４．ランドマークリスト内の検索
4-1 検索種別
ランドマークリストの中から、条件を指定してランドマークを検索することができます。「検索種別」リストボックスで上下スクロールを押すと「現在地からの範囲指定検索」か「全国から検索」を選択することができます。
「現在地からの範囲指定検索」を選択すると、検索半径を設定して選択範囲を指定することができます。検索半径の設定は次のコントロール項目「選択半径」で行います。
「全国から検索」を選択すると、日本全国を選択範囲とします。
4-2 検索半径
検索種別で「現在地からの範囲指定検索」を選択した状態でF3を押すと、検索半径の設定項目が表示されます。検索半径は50mから10000mまで設定できます。設定する際は上スクロールボタンで距離を短く、下スクロールボタンで距離を長く50mずつ変更できます。または、直接数字を入力して設定することも可能です。
検索種別を「全国から検索」に設定している場合、このコントロール項目は表示されません。
4-3 検索ワードの入力
検索ワードは、検索したいランドマークを施設名から絞り込む際に使用します。施設名の一部だけ入力しても検索可能です。ただし、施設名表記は漢字、ひらがな、カタカナ、アルファベットを区別しています。漢字表記の施設は漢字で検索ワードを入力しないと検索されません。
4-4 検索ボタン
検索ボタンでエンターキーを押すと、検索を開始します。検索種別の設定それぞれの項目でエンターキーを押しても検索を開始します。
5.閉じる
閉じるボタンでエンターキーを押して実行するとランドマーク一覧を終了してGPSレーダーのメイン画面に戻ります。
6.施設表示順
施設表示順リストボックスでは、ランドマーク一覧の施設を表示する順番を「方向を優先」または「距離を優先」から選ぶことができます。上下スクロールキーで選択します。
2-10　拡張GPSモード
拡張GPSモードは、地磁気センサーと加速度センサーを使用してGPS衛星の電波を取得できない状態または取得しづらい状況でも現在位置を推定して情報を補足することでGPSレーダーを使用する機能です。この情報を補足する機能をデッドレコニング（自律航法）といいます。
一時的にGPS衛星の電波を受信できない場所を通過することがあります。拡張GPSモードではコンパスを用いて移動している方角と歩数を得て、あらかじめ設定されている補講速度や歩幅により移動距離と方位を計算してGPSの電波の届かない場所でも現在位置をある程度の誤差で推測します。したがってこの機能は歩行中のみ動作します。自動車や電車で移動中は使えません。
2-10-1 拡張GPSモードの実行
GPSモードの状態でspace-xコマンドを実行すると拡張GPSモードに移行します。
space-zコマンドを実行すると拡張GPSモードを終了して通常のGPSモードに戻ります。
2-10-2 測位モードの切り替え
拡張GPSモードでは、hコマンドを実行するたびに使用する測位モードを切り替えることができます。測位モードは「GPSのみ」、「デッドレコニングのみ」、「GPS＋デッドレコニング」の3つです。
2-10-3 移動速度の設定
拡張GPSモードで2-3の点を押すと移動速度ダウン、5-6の点を押すと移動速度をアップすることができます。設定可能な速度は0.6メートル／秒から1.5メートル／秒です。0.1メートル／秒ずつ変更することができます。
自分の移動速度に近い値に設定してください。
なお、メニューのオプションのデッドレコニング設定で歩行補正モードが歩幅になっているときには、これらのコマンドは歩幅の変更コマンドになります。
2-10-4 マップマッチング状態自動読みの切り替え
拡張GPSモードで4の点を押すと、マップマッチング状態を自動で読み上げるかどうかを設定できます。
マップマッチングとはGPS衛星からの電波で計算した位置がルートや道路からそれている場合に、自動的にルートまたは最近接の道路上に補正する機能です。
マップマッチング自動案内オンのときにはマップマッチングを行った際、自動的に案内を行います。
3章 仮想モード
仮想モードでは自分の今いる場所とは異なる地点を仮想的に現在地点としてGPSレーダーを使用することができます。
例えば仮想モードで現在地と目的地を設定すれば、仮想的にルート検索やルート案内を行うことができます。
周辺の施設情報なども検索可能です。実際にGPSモードで歩行する前に仮想モードで下調べをすることができます。各機能の操作方法はGPSモードと同じです。
3-1 仮想モードでのルートナビゲーション
仮想モードでルート検索を実行後にenter-tコマンドを実行すると仮想ナビゲーションを実行することができます。
仮想ナビゲーションは、GPSモードのナビゲーションを使用して実際に歩いているかのようにナビゲーションを自動再生する機能です。
歩行速度は自由に変更できます。5-6の点を押すと速度アップ、2-3の点を押すと速度ダウンします。
4章 仮想散歩
仮想モードでspace-vコマンドを実行すると仮想散歩を開始します。
仮想散歩では、GPSモードで実際に屋外を歩行しているかのように歩行シミュレーションを行うことができます。
仮想散歩の開始地点は仮想モードの現在地点です。
4-1 仮想散歩の操作
4-1-1 道路選択
Space-vで仮想散歩を開始します。
仮想散歩を実行すると、最初に道路選択を行います。現在地点周辺の、歩行開始可能な道路をリストにして表示しますので、歩き始めたい道路を選択してください。
道路のリストではそれぞれの道路の「現在地点からの方向と距離：道路の伸びている方位」を表示します。
例：「東30m：北から南の道」
歩きたい道が決まったらエンターキーを押してください。
4-1-2 進行方向の選択
道路を決定すると、次に進行方向を選択します。先ほどの例であれば北か南を選択することができます。進みたい方位を決めたらエンターキーを押してください。
4-1-3 歩行開始
進みたい方位を選んでエンターキーを押すと、歩行を開始します。歩行を開始すると移動を開始し、分岐点に差し掛かるまで自動的に歩行を続けます。歩行中はピッ、ピッと歩行中を示すビープ音が鳴ります。
4-2 歩行中の自動読み上げ機能
GPSモードと同じように、方位児童読み、住所自動読み、施設自動読みを行うことができます。
自動読み上げの設定について詳細は「1-4 GPSレーダーの自動読み上げ設定」をご参照ください。
4-3 歩行中の操作
歩行中には、以下の操作を行うことができます。
4-3-1 歩行速度の変更
歩行速度を早くしたい場合は5-6の点を押してください。遅くしたい場合は2-3の点を押します。速度は1.0m/秒ずつ変更できます。歩行速度を自分の歩く速度に設定すると、実際にGPSモードで歩いた場合にかかる歩行時間も確認することができます。
4-3-2 歩行停止と歩行再開
歩行中にsコマンドを実行すると歩行を停止します。停止した状態でsコマンドを再度実行すると歩行を再開します。
4-3-3 Uターン
歩行中にuコマンドを実行するとUターンすることができます。停止中は実行できません。
4-3-4 回転
歩行中に2-6の点を押すと左に向かって45度ずつ向きを変えることができます。3-5の点を押すと右に向かって45度ずつ向きを変えます。実行すると、左右どちらに向いたか、向いた方向がどの方位かを確認することができます。
4-3-5住所確認と施設検索
GPSモードと同様に仮想現在地点の住所確認や施設検索を行うことができます。
住所確認はiコマンド、周辺施設検索はfコマンド、施設検索はspace-fコマンドです。
これらの機能の詳細は「2-2 現在地点と住所を確認する」、「2-3 付近の施設検索とナビゲーション」、「2-4 施設検索」をご参照ください。
4-3-6 前の交差点と次の交差点の情報
GPSモードと同様に現在位置から前の交差点の方位と距離、現在位置から次の交差点までの方位と距離を確認することができます。前の交差点の方位と距離はvコマンド、次の交差点の方位と距離はjコマンドです。
4-4 分岐点
仮想散歩で歩行中に分岐点に差し掛かると歩行を停止し、分岐点のダイアログが表示されます。分岐点とは交差点や行き止まりの状態です。
分岐点では前回の分岐点からの距離と方位、分岐点の種類、交差点の情報を表示します。
例：「南方向へ50m移動：T字路：県道の交差点です」
この例では、前回の交差点から50m移動した県道と県道のT字路であることを示しています。
4-4-1分岐点の操作
分岐点のダイアログには、「分岐選択」、「決定ボタン」、「次の交差点へスキップ」、「分岐点までの移動情報」のコントロールがあります。F3を押すたびにコントロール項目は切り替わります。
分岐選択
分岐点の情報が表示された状態でF3を押すと進行方向の選択肢が表示されます。
上記例の場合「分岐　左：東：県道　1/3」「分岐　右：西：県道　2/3」「引き返す：県道　3/3」と3つの選択肢が表示されます。分岐の選択には上下矢印キーを押してください。
エンターキーを押すと選択した分岐方向へ歩行を開始します。
分岐選択のキー操作
分岐選択ではリストから選ぶだけでなく、キー操作でも方向を選択することができます。
前方へ直進：2-5の点
右折：1-6の点
左折：3-4の点
引き返す：1-3-6の点
決定ボタン
分岐選択で選んだ分岐方向に歩行を開始します。
次の交差点へスキップ
nコマンドで補講を省略して次の分岐点まで移動することができます。
4-5 仮想散歩コマンドリスト
歩行速度アップ：5-6の点
歩行速度ダウン：2-3の点
Uターン：uコマンド
住所確認：iコマンド
施設検索：fコマンド
前の交差点の方位と距離：vコマンド
次の交差点の方位と距離：jコマンド
歩行停止（開始）：sコマンド
次の交差点へ移動：nコマンド
5章 オプション設定
オプション設定ではGPSレーダーの各種オプション設定を行います。
5-1 GPS・コンパス設定
5-1-1 GPSデバイス選択
使用するGPS受信機を設定します。
内蔵GPS：ブレイルセンス内蔵のGPS受信機を使用する。
Bluetooth：Bluetooth対応の外付けGPS受信機を使用する。
スマートフォン：iOSアプリのVoiceCompass3がインストールされたiOS環境を使用する。

5-1-2 コンパスデバイス選択
方位確認のために使用するデバイスを選択します。
内蔵コンパス：ブレイルセンス内蔵のコンパスを使用する。
スマートフォン：iOSアプリのVoiceCompass3がインストールされたiOS環境を使用する。
GPSから方位を取得：GPSで確認される移動差分をもとに現在の進行方向を算出する。

16方位読み

コンパスデバイス選択のダイアログでF3を押すと、16方位読みチェックボックスが表示されます。チェックを入れると方位を16方位読みで表示します。
内蔵コンパスの校正

コンパスデバイス選択ダイアログボックスの内蔵コンパスを表示した状態でF3を押すと16方位読みチェックボックスに加えて校正ボタンが表示されます。校正を実行するとコンパスの調整を行います。通常使用する持ち方を指定して校正を行ってください。
5-2 自動施設案内設定
カテゴリ設定：
自動施設案内時に読み上げる施設をカテゴリごとに設定することができます。
初期設定では全てのカテゴリにチェックが入っています。
レーダー範囲：
GPSレーダーの範囲を設定します。
5-3 ルートガイダンス設定
高速道路を使用する

直進を優先して検索
直進案内
逆送案内
自動再検索
5-4 表示レベル設定
住所検索結果表示レベル
360度方位情報表示
5-5 デッドレコニング設定
GPSのみ：デッドレコニングを使用しません
デッドレコニングのみ：GPS情報を使用しません
ハイブリッド：デッドレコニングとGPS情報を併用します
5-6 道路マッチング設定

道路マッチングに方位情報を使用するかどうか設定します。使用する場合はチェックボックスにチェックを入れてください。
6章 コマンドリスト
6-1共通コマンド
GPSモードと仮想モードの切り替え：v
ナビモードの切り替え：w
付近の施設検索：ｆ
施設検索（文字列）：space-f
現在住所の表示：i
現在住所による各種設定：space-i
目的地までの方向と距離：ｄ
出発地点からの現在地までの距離と方向＜ルート案内中＞：m

ルート検索＜現在地（出発地）と目的地が設定されている場合＞：p
住所検索（直接入力）：space-l
住所検索（リストから選択）：space-s
緯度経度読み上げ：q
緯度経度による各種設定：space-q
ランドマーク編集：enter-p
GPS位置を仮想現在地に同期：enter-v
現在地を出発地に同期：enter-i
GPS位置を出発地に同期：enter-g
ルート案内の再読み上げ：t
施設案内の再読み上げ：e
道路名読み上げ：x
自動方位読み上げのオンとオフの切り替え：1
自動住所読み上げのオンとオフの切り替え：2
自動施設読み上げのオンとオフの切り替え：3
道路名自動読み上げのオンとオフの切り替え：1-2

道路マッチングのオンとオフの切り替え：1-4
GPSとコンパスへの再接続：space-p
6-2 施設検索、住所検索結果ダイアログのショートカット
現在地：c
出発地：s
目的地：d
ランドマーク：l
通過地点：w
6-3 ルートモード
ルート検索：p
ルート検索結果の表示：l
逆向きルート検索：r
ルート再建策：y
ルートモード終了：space-z
6-4 仮想散歩
仮想散歩開始：space-v
歩行速度を上げる：5-6
歩行速度を下げる：2-3
次の交差点へジャンプ：n
Uターン：u
歩行一次停止と再開の切り替え：s

仮想散歩の出発地に戻る：m
仮想位置を初期化：o
停止時に周辺施設検索：f
現在住所情報：i
前方へ直進：2-5
右折：1-6
左折：3-4
左方向に向きを変える（45度ずつ）：2-6
右方向に向きを変える（45度ずつ）：3-5
仮想散歩終了：space-z
6-5 仮想ルート案内
ルート検索後にルート案内を実行：enter-t
歩行速度を上げる：5-6
歩行速度を下げる：2-3
次の交差点へジャンプ：n

Uターン：u

歩行一時停止と再開の切り替え：s
仮想ルート案内終了：space-z
6-6 オプション設定
GPSコンパス設定：enter-c
自動案内設定：enter-a
ルート検索設定：enter-r
表示設定：enter-j
デッドレコニング設定：enter-d
6-7 拡張GPSモード
拡張GPSモードのオンとオフを切り替え：space-x
GPS、デッドレコニング、GPS+デッドレコニング切り替え：h
マップマッチング実行：k
マップマッチング自動案内：4
